
三沢市議会だより

新体制でスタート
改選後の三沢市議会議員をご紹介いたします
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●  C O N T E N T S  ●

定例会開催

一般質問

委員会活動 

臨時会開催

議員紹介

…………………… P２

……………………… P５

…………………… P８

…………………P１０

…………………… P１２

きずな



三沢市議会だより き ず な　2

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今回の議案等
　市長提出議案…３９件
　議員提出議案…　１件
　　　　　　　計４０件

会
期
11
日
間　

２
月
８
日
〜
２
月
18
日

平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会

計
及
び
企
業
会
計
予
算
を
審
査
し
ま

し
た
。

︻
議
案
第
１
号
か
ら
第
９
号
ま
で
︼

　

平
成
28
年
度
三
沢
市
一
般
会
計
予
算
ほ
か

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
︑
三
沢

市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

の
実
施
計
画
を
予
算
編
成
に
反
映

し
︑
市
勢
発
展
に
不
可
欠
な
事
業
予

算
の
確
保
に
努
め
た
結
果
︑
総
額

２
３
８
億
８
千
４
０
０
万
円
︑
前
年

度
比
０
．２
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
の
他
特
別
会
計
︑
企
業
会
計
の

予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

２
３
８
億
８
千
４
０
０
万
円

　
　
（
前
年
度
当
初
比
０
．
２
％
減
）

47
億
４
６
０
万
２
千
円

　
　
（
前
年
度
当
初
比
２
．
６
％
減
）

９
億
９
千
23
万
８
千
円

　
　
（
前
年
度
当
初
比
１
．
3
％
増
）

２
億
３
千
３
万
９
千
円

　
　
（
前
年
度
当
初
比
１
．
１
％
増
）

17
億
６
千
７
７
１
万
１
千
円

　
　
（
前
年
度
当
初
比
２
．
５
％
減
）

35
億
４
千
８
８
４
万
３
千
円

　
　
（
前
年
度
当
初
比
０
．
１
％
増
）

３
億
６
千
１
万
２
千
円

　
　
（
前
年
度
当
初
比
３
．
８
％
減
）

12
億
１
千
６
６
０
万
１
千
円

　
　
（
前
年
度
当
初
比
５
．
３
％
減
）

64
億
３
千
４
７
１
万
５
千
円

　
　
（
前
年
度
当
初
比
２
．
１
％
増
）

一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

食
肉
処
理
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計

三
沢
市
立
三
沢
病
院
事
業
会
計
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○ ・・・賛成　　　× ・・・反対　　　欠 ・・・欠席　　　退 ・・・退席

除 ・・・除斥（地方自治法第117条の規定により、審議事件と一定の利害関係を有するため審議に参与することができない者）

ー ・・・議長は採決に加わりません。ただし可否同数の場合のみ表決権があります。

平成28年第1回定例会　議員別議案等賛否一覧表⑴平成28年第1回定例会　議員別議案等賛否一覧表⑴

-

-

-

-

-

-

種

別

議

案

番

号

件　　　　　名

賛

成

反

対

議

決

結

果

小
比
類
巻

雅
彦

髙

橋

武

志

加

澤

明

奥

本

菜
保
巳

瀬

崎

雅

弘

澤

口

正

義

太

田

博

之

野

坂

篤

司

春

日

洋

子

西

村

盛

男

堀

光

雄

小
比
類
巻

正
規

舩

見

亮

悦

馬

場

騎

一

山

本

彌

一

堤

喜
一
郎

森

三

郎

議
案 151算予計会般一市沢三度年８２成平 可決 ○ ○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
案 平成２８年度三沢市国民健康保険特別会計予算

議
案 平成２８年度三沢市食肉処理センター特別会計予算

議
案 平成２８年度三沢市農業集落排水事業特別会計予算

議
案 平成２８年度三沢市下水道事業特別会計予算

議
案 平成２８年度三沢市介護保険特別会計予算

議
案 平成２８年度三沢市後期高齢者医療特別会計予算

議
案 平成２８年度三沢市水道事業会計予算

議
案 平成２８年度三沢市立三沢病院事業会計予算

議
案 平成２７年度三沢市一般会計補正予算（第５号）

議
案 平成２７年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

議
案

平成２７年度三沢市食肉処理センター特別会計補正予算
（第２号）

議
案 平成２７年度三沢市下水道事業特別会計補正予算（第３号）

議
案 平成２７年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第３号）

議
案

平成２７年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

議
案 平成２７年度三沢市水道事業会計補正予算（第２号）

議
案

三沢市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例
の制定について

16 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
案 三沢市部設置条例の一部を改正する条例の制定について 15 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×○ ○

議
案 三沢市情報公開条例の一部を改正する条例の制定について

議
案

三沢市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議
案

三沢市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正
する条例の制定について

補

正

予

算

案

予

算

案

条

例

案

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決16 0

16 0 可決 ○○○○○○○○○

16 0 可決

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ・・・賛成　　　× ・・・反対　　　欠 ・・・欠席　　　退 ・・・退席

除 ・・・除斥（地方自治法第117条の規定により、審議事件と一定の利害関係を有するため審議に参与することができない者）

ー ・・・議長は採決に加わりません。ただし可否同数の場合のみ表決権があります。

平成28年第1回定例会　議員別議案等賛否一覧表⑵平成28年第1回定例会　議員別議案等賛否一覧表⑵

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

種

別

議

案

番

号

件　　　　　名

賛

成

反

対

議

決

結

果

小
比
類
巻

雅
彦

髙

橋

武

志

加

澤

明

奥

本

菜
保
巳

瀬

崎

雅

弘

澤

口

正

義

太

田

博

之

野

坂

篤

司

春

日

洋

子

西

村

盛

男

堀

光

雄

小
比
類
巻

正
規

舩

見

亮

悦

馬

場

騎

一

山

本

彌

一

堤

喜
一
郎

森

三

郎

議
案 三沢市行政不服審査会条例の制定について

議
案

固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の
制定について

議
案

三沢市職員定数条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議
案

三沢市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

議
案

三沢市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

議
案

三沢市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

14 2 可決 ○ ○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×○ ○

議
案

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

議
案

三沢市国際交流基金条例の一部を改正する条例の制定
について

議
案 三沢市税条例等の一部を改正する条例の制定について

議
案

三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制
定について

13 3 可決 ○ ○×○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×○

議
案

三沢市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例
の制定について

議
案

三沢市青少年問題協議会設置条例の一部を改正する条
例の制定について

議
案

三沢市工場立地法に基づく準則を定める条例の制定につ
いて

議
案

三沢市立三沢病院使用料及び手数料徴収条例の一部を
改正する条例の制定について

15 1 可決 ○ ○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
案

三沢市火災予防条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

16 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
案

（仮称）三沢市国際交流スポーツセンター整備事業外構整
備工事請負契約の締結について

議
案 財産の取得について（道路用地）

議
案 041）地用路道（ていつに得取の産財 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ 除 ○ ○

議
員
発
議

議
提

三沢市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

16 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条

例

案

そ
の
他
の
案
件

○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決 ○061 ○ ○ ○ ○

16 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○○16 0 可決 ○○○○○○○○○
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一　般　質　問
私たち議員が広く市政に関する質問を行います。

奥
本
　
菜
保
巳
　
議
員

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
所
得

制
限
を
な
く
し
て
は
？

　

所
得
制
限
撤
廃
に
つ
い
て
は
、

若
者
定
住
化
の
促
進
、
少
子
化
対

策
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減

の
拡
充
等
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
今
後
、
他
の
制
度
と

の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
、
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

　

冬
季
加
算
の
引
き
下
げ
に
よ
る

影
響
は
？

　

単
身
世
帯
の
場
合
で
年
額

１
万
１
千
６
７
０
円
、
２
人
世
帯

で
は
４
千
１
５
０
円
の
減
額
と
、

世
帯
の
人
数
に
よ
り
見
直
し
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

影
響
を
受
け
る
世
帯
数
は
？　
　

　

現
在
の
生
活
保
護
受
給
世
帯

４
５
７
世
帯
す
べ
て
が
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

冬
季
加
算
の
特
別
基
準
（
疾
病

や
障
が
い
の
あ
る
方
、
介
護
度
の

高
い
方
の
い
る
世
帯
が
対
象
）
の

実
施
状
況
は
？

　

県
内
10
市
で
は
、
旧
３
市
と
む

つ
市
が
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
当

市
が
実
施
し
な
い
理
由
は
、
燃
料

費
の
下
落
傾
向
が
続
き
、
通
常
の

冬
季
加
算
で
賄
え
る
と
い
う
特
段

の
事
情
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た

た
め
で
す
。

市
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て

　

市
庁
舎
の
出
入
口
ア
プ
ロ
ー
チ

（
転
倒
す
る
高
齢
者
等
が
い
る
と
の

こ
と
）
や
和
式
ト
イ
レ
へ
の
手
す

り
設
置
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
再
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
？

　

北
側
玄
関
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
を
進
め
て
参
り
ま

す
。
和
式
ト
イ
レ
の
手
す
り
設
置

に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
に
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

QQQ

QQ

AAA

AA
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太
田
　
博
之
　
議
員

　

斗
南
藩
記
念
観
光
村
及
び
先
人

記
念
館
の
今
後
に
つ
い
て

　

20
周
年
記
念
事
業
を
通
し
て
安

任
に
ゆ
か
り
の
あ
る
全
国
各
地
の

博
物
館
、
資
料
館
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
教
育
に

果
た
す
責
務
も
踏
ま
え
、
誘
客
に

努
め
る
と
共
に
更
な
る
文
化
観
光

資
源
と
し
て
の
情
報
発
信
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
合
宿
誘
致
に
つ
い
て

　

誘
致
活
動
に
あ
る「
国
際
教
育
」

で
は
、
次
の
世
代
へ
、
レ
ガ
シ
ー
、

つ
ま
り
遺
産
と
し
て
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
を
、
柱
の
１
つ
と
し
て

掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
各

国
の
生
活
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
を
広
げ
、
さ
ら
に
は
夢
や

希
望
を
持
っ
て
、
個
々
の
可
能
性

を
大
き
く
広
げ
る
機
会
に
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
「
三
沢
市
民
の
歌
」
及
び
「
三

沢
市
民
の
誓
い
」
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、「
三

沢
市
民
の
歌
」
へ
の
取
り
組
み
の

奨
励
や
、
各
校
に
配
付
し
て
い

る
「
三
沢
市
民
の
歌
」
の
Ｃ
Ｄ
を

活
用
し
、
校
内
放
送
で
流
す
な

ど
、
日
常
的
に
聴
き
慣
れ
親
し
む

機
会
を
増
や
す
こ
と
を
促
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

QQ

Q

AA

A

春
日
　
洋
子
　
議
員

　

路
面
下
空
洞
調
査
に
つ
い
て

　

市
が
想
定
の
調
査
距
離
数
は
緊

急
輸
送
道
路
の
４
．
４
㎞
を
優
先

的
に
実
施
し
、
そ
の
幹
線
道
路
約

80
　

㎞
の
中
か
ら
、
路
面
下
に
地
下

埋
蔵
物
な
ど
の
多
い
路
線
や
、
交

通
量
の
多
い
路
線
を
選
定
し
、
調

査
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

英
語
に
触
れ
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て

　

関
係
団
体
や
放
送
番
組
審
議
会

等
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
よ

り
英
語
に
親
し
め
る
番
組
と
な
る

よ
う
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

　

移
動
式
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の

導
入
に
つ
い
て

　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
捉
え
、
効
果
的
な
利
用

が
図
れ
る
よ
う
調
査
・
研
究
し
て

参
り
ま
す
。

　

婚
姻
届
を
提
出
す
る
際
の
記
念

撮
影
に
つ
い
て

　
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
」
に
つ

い
て
、
先
進
事
例
等
を
参
考
に
、

前
向
き
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ

い
て

　

窓
口
対
応
や
家
庭
訪
問
の
支
援

体
制
を
整
備
し
、
個
別
相
談
で
の

情
報
提
供
や
、
周
知
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
子
育
て
支
援
サ

イ
ト
」
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も

対
応
し
て
お
り
、
活
用
し
て
頂
き

た
い
で
す
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
お

け
る
社
会
的
孤
立
（
引
き
こ
も
り

等
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

県
が
開
設
し
た
「
地
域
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
よ
り
、

開
設
さ
れ
た
相
談
会
で
の
相
談
件

数
は
13
件
で
し
た
。
今
後
も
自
立

し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
支
援
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

QQQ

QQQ

AAA

AAA

道の駅みさわ　先人記念館
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山
本
　
彌
一
　
議
員

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
中

で
、　

国
際
交
流
中
核
都
市
と
し

て
宣
言
し
、
国
際
的
に
開
か
れ
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
考
え
が
あ

る
か
問
う
。

　

当
市
で
は
、
社
会
人
や
大
学
生

を
対
象
と
し
た
、
あ
お
も
り
グ

ロ
ー
バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
の
開
催
、

中
高
生
を
対
象
に
し
た
ウ
ェ
ナ
ッ

チ
親
善
使
節
団
の
派
遣
等
の
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
地
方
創
生
に

お
い
て
も
、
国
際
交
流
、
国
際
的

視
野
を
持
つ
人
材
育
成
を
重
要
施

策
と
し
、「
国
際
交
流
中
核
都
市

宣
言
」
ま
で
は
至
ら
ず
と
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

　

定
住
促
進
対
策
を
前
提
と
し
た

堀
口
地
区
の
農
地
の
土
地
利
用
計

画
に
つ
い
て
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が

あ
る
か
問
う
。

　

当
該
地
区
は
、
農
振
法
等
の
規

制
に
よ
り
、
農
地
と
し
て
以
外
の

土
地
利
用
が
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
市
全
域
の
農
地
計
画
と

の
整
合
性
、
中
心
市
街
地
及
び
そ

の
他
の
地
域
の
進
展
、人
口
動
態
、

民
間
開
発
の
動
向
等
を
見
極
め
、

土
地
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

　

消
費
者
の
市
外
流
出
抑
制
の
た

め
に
も
、
市
、
商
工
会
、
既
存
商

店
会
、
郊
外
型
大
型
店
な
ど
が
、

共
に
当
市
商
業
振
興
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
当
市
の
考
え
を

問
う
。

　

当
市
と
し
て
も
重
要
課
題
と
し

て
捉
え
て
お
り
、
今
年
度
実
施
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

で
は
、
郊
外
型
大
型
店
に
商
店
会

に
加
入
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
事

業
に
参
加
し
て
も
ら
う
等
、
既
存

商
店
会
と
の
共
生
と
い
っ
た
観
点

か
ら
、
有
意
義
で
あ
っ
た
と
考
え

ま
す
。

　

今
後
は
更
に
、
商
工
会
や
中
小

企
業
振
興
会
議
と
供
に
当
市
商
業

振
興
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

QQ

Q

AA

A

議
長
の
主
な
公
務
を
公
開
し
ま
す

１
月
５
日　

三
沢
市
新
年
互
礼
会
︵
市
内
︶

　
　

７
日　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
主
催
日
米
新
年
会
︵
市
内
︶

　
　

８
日　

三
沢
市
商
工
会
新
年
会
︵
市
内
︶

　
　

９
日　

三
沢
市
管
工
事
協
同
組
合
新
年
会
︵
市
内
︶

　
　

10
日　

三
沢
市
成
人
式
︵
市
内
︶

　
　

11
日　

第
41
回
三
沢
市
民
俗
芸
能
公
演
会
︵
副
議
長
が
代
理
出
席
︶︵
市
内
︶

　
　

13
日　

三
沢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
新
年
互
礼
会
︵
市
内
︶

　
　

14
日　

平
川
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
︵
平
川
市
︶

　
　

14
日　

三
沢
市
防
衛
協
会
主
催
﹁
平
和
安
全
法
制
に
関
す
る
講
話
﹂︵
副
議
長
が
代
理
出
席
︶︵
市
内
︶

　
　

15
日　

三
沢
市
連
合
町
内
会
新
年
親
睦
会
︵
市
内
︶

　
　

16
日　

第
４
回
日
米
交
流
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
ア
イ
ス
ホ
ッ
キ
ー
２
０
１
６
︵
市
内
︶

　
　

17
日　

三
沢
市
消
防
出
初
式
︵
市
内
︶

　
　

18
日　

協
同
組
合
三
沢
建
設
業
協
会
新
年
会
︵
市
内
︶

　
　

21
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
︵
東
京
都
︶

　
　

22
日　

在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
先
６
基
地
関
係
市
町
村
議
会
に
よ
る
自
由
民
主
党
防
衛
施
設
問
題

　
　
　
　
　

に
関
す
る
議
員
連
盟
に
対
す
る
要
望
活
動
︵
副
議
長
が
代
理
出
席
︶︵
東
京
都
︶

　
　

22
日　

三
沢
市
体
育
功
労
者
等
表
彰
式
︵
市
内
︶

　
　

23
日　

大
三
沢
婦
人
会
新
年
会
︵
市
内
︶

　
　

25
日　

三
沢
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
新
年
会
︵
市
内
︶

　
　

25
日　

公
益
社
団
法
人
三
沢
青
年
会
議
所
新
年
会
︵
市
内
︶

　
　

29
日　

三
沢
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
新
年
会
︵
市
内
︶

２
月
４
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
第
79
回
総
会
︵
東
京
都
︶

　
　

５
日　

三
沢
市
少
年
少
女
文
化
優
秀
賞
等
表
彰
式
︵
市
内
︶

　
　

６
日　

三
沢
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
・
式
典
・
祝
賀
会
︵
副
議
長
が
代
理
出
席
︶︵
市
内
︶

　
　

９
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
第
１
０
０
回
評
議
員
会
︵
副
議
長
が
代
理
出
席
︶︵
東
京
都
︶

　
　

16
日　

青
森
県
市
議
会
議
長
会
第
３
回
定
期
総
会
︵
青
森
市
︶

　
　

26
日　

三
沢
市
と
三
沢
基
地
米
軍
と
の
連
絡
協
議
会
定
例
会
︵
基
地
内
︶

　
　

26
日　

三
沢
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第
22
回
交
通
安
全
・
防
犯
大
会
︵
市
内
︶

　
　

26
日　

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
・
祝
賀
会
︵
市
内
︶

　
　

29
日　

お
い
ら
せ
農
業
協
同
組
合
主
催
野
菜
販
売
額
70
億
円
達
成
記
念
生
産
者
大
会
・
平
成
30
年
度
野
菜

　
　
　
　
　

販
売
目
標
額
75
億
円
必
達
推
進
大
会
︵
市
内
︶

３
月
１
日　

青
森
県
立
三
沢
高
等
学
校
卒
業
式
︵
副
議
長
が
代
理
出
席
︶︵
市
内
︶

　
　

９
日　

三
沢
市
特
産
品
開
発
商
品
発
表
会
︵
市
内
︶

　
　

13
日　

北
部
航
空
音
楽
隊
第
37
回
定
期
演
奏
会
︵
市
内
︶

　
　

27
日　

三
沢
市
連
合
婦
人
会
定
例
総
会
︵
市
内
︶

　
　

28
日　

消
防
車
両
配
置
式
︵
市
内
︶

　
　

28
日　

市
職
員
退
職
者
送
別
会
︵
市
内
︶

　
　

30
日　

在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
先
６
基
地
関
係
市
町
村
議
会
に
よ
る
自
由
民
主
党
防
衛
施
設
問
題

　
　
　
　
　

に
関
す
る
議
員
連
盟
に
対
す
る
要
望
活
動
︵
東
京
都
︶
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基
地
対
策
特
別
委
員
会

三
沢
駅
周
辺
地
域
等
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、
基
地
所
在
に
起
因
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
会
議
で
の
協
議

を
は
じ
め
、
市
と
と
も
に
国
等
へ
、
第
２
滑
走
路
の
早
期
着
工
や
住
宅
防
音
工

事
の
是
正
、
及
び
地
域
分
断
対
策
な
ど
の
三
沢
基
地
周
辺
対
策
に
関
す
る
要
望

行
動
を
約
２
年
に
渡
り
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
に
は
梅
津
牧
場
の
移
転
に
係
る
調
査
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
特
定

防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
と
の
比
較
で
、

約
２
千
万
円
の
増
額
、
基
地
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
約
３
千
７
０
０
万

円
の
増
額
と
な
る
な
ど
、
一
部
に
お
い
て
は
要
望
が
叶
っ
た
項
目
も
あ
り
ま
し

た
が
、
全
体
と
し
て
我
々
の
希
望
に
沿
う
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
米
軍
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
の
一
時
展
開
、
米
軍
再
編

に
係
る
三
沢
対
地
射
爆
撃
場
へ
の
訓
練
移
転
、
さ
ら
に
は
、
航
空
自
衛
隊
の

Ｆ
︱
35
Ａ
の
配
備
な
ど
、
基
地
の
態
様
の
変
化
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
基
地
周
辺
住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
、
関
係
機
関
へ
の
粘
り
強
い
要

望
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
委
員
会
の
先
進
事
例
の
調
査
や
、
会
議
で
の
協
議
・
検
討
や
、
市
民
か
ら

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
参
考
に
協
議
・
検
討
を
重
ね
、
市
は
平
成
27
年

７
月
に
基
本
設
計
業
務
を
完
了
。
駅
周
辺
整
備
事
業
の
予
定
総
事
業
費
は
約

19
億
５
千
万
円
で
、
国
の
補
助
金
（
防
衛
省
の
再
編
交
付
金
）
は
総
事
業
費
の

約
75
％
程
度
を
見
込
む
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
実
施
設
計
業
務
が
着
手
さ
れ
、
平
成
28
年
度
に

は
用
地
買
収
・
補
償
事
業
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
複
合
施
設
や
交
通
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
整
備
を
実
施
し
、
平
成
31
年
度
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
三
沢
駅
周
辺
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

道
３
・
４
・
３
号
、
中
央
町
金
矢

線
や
、
３
・
４
・
４
号
春
日
台
十

和
田
線
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成
28
年
度
の
完
成
が

予
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

県
道
三
沢
十
和
田
線
橋
梁
架
け

替
え
事
業
に
つ
い
て
も
、
着
々

と
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

委
員
会
活
動
の
ま
と
め　

委
員
会
報
告

委
員
会
活
動
の
ま
と
め　

委
員
会
報
告

整備後の三沢駅　完成イメージ

委
　
員
　
会
　
活
　
動
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、
１
月
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
３
案
件
を
調
査
い
た
し
ま

し
た
。

﹁
三
沢
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
﹂

　

市
の
人
口
の
現
状
と
将
来
目
標
人
口
を
提
示
す
る
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
、
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
り
、
住
民
、
各
種
団
体
で
構

成
す
る
総
合
戦
略
推
進
会
議
、
市
議
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の
意
見
を

十
分
取
り
入
れ
、
平
成
28
年
３
月
中
に
策
定
す
る
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
当
市
の
市
勢
発
展
に
鑑
み
、「
豊
か
な
国
際
色
」
等
を
十
分

活
用
し
た
事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
い
っ
た
意
見
等
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

﹁
三
沢
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
つ
い
て
﹂

　

本
計
画
は
、
当
市
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
の
計
画
で
あ
っ
た
三
沢
市
地
域

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
基
本
理
念
を
引
き
継
い
だ
、
平
成
28
年
度
か
ら
の

５
个
年
計
画
と
の
こ
と
で
あ
り
、
当
市
の
地
域
特
性
や
、
前
計
画
の
検
証
結
果
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
各
種
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
目
標
達
成
に
向
け
た
具

体
的
取
り
組
み
の
方
向
性
と
施
策
展
開
、
そ
し
て
評
価
や
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
な

ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
内
容
で
あ
る
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

﹁
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
及
び
取
り
組
み
に
つ
い
て
﹂

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
は
、
平
成
27

年
12
月
か
ら
、
寄
附
に
対
す
る
返
礼
品
を
こ
れ
ま
で
の
２
品
目
か
ら
18
品
目
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
と
こ
ろ
、
12
月
の
寄
附
件
数
は
21
件
、
寄
附
額

１
７
２
万
５
千
円
と
な
り
、
月
別
寄
附
額
で
過
去
最
高
を
記
録
し
、
平
成
28
年

４
月
か
ら
は
、
観
光
体
験
プ
ラ
ン
等
も
視
野
に
入
れ
、
さ
ら
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
取
り
組
み
次
第
で
、
大
き
な
歳
入
確
保
に
も
繋
が
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
、
と
い
っ
た
意
見
、
要
望
等
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
２
月
３
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
３
案
件
を
調
査
い
た
し
ま

し
た
。

﹁
古
間
木
団
地
建
替
事
業
に
つ
い
て
﹂

　

本
事
業
の
事
業
期
間
は
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
を
予
定
し
て
お

り
、
総
事
業
費
は
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
約
13
億
８
千
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
４
棟
21
戸
が
完
成
し
、
現
時
点
で
は
15
戸
入
居
し
て
お
り
、
残
り

に
つ
い
て
は
広
報
等
で
入
居
者
を
募
集
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

﹁
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
事
業
に
係
る
経
済
部
所
管
事
業
に
つ
い
て
﹂

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
支
援
事
業
、「
三
沢
の
食
」
で
元
気
子
育
て
応
援

事
業
、
三
沢
市
地
産
地
消
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
支
援
事
業
、
ア
メ
リ
カ
ン
バ
ー

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業
の
４
事
業
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
バ
ー
ク
ー
ポ
ン
券
販
売
枚
数
の
伸
び
悩
み
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
、
な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
は
、
当
初
は
観
光

客
向
け
に
販
売
す
る
狙
い
で
あ
っ
た
が
、
地
産
地
消
ク
ー
ポ
ン
券
が
市
内
で
ほ

ぼ
完
売
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
狙
い
が
ず
れ
た
、
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
ン

バ
ー
自
体
は
当
市
の
観
光
資
源
と
し
て
周
知
さ
れ
て
き
て
い
る
、
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

﹁
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
﹂

　

国
等
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
模
索
を
検
討
し
つ
つ
、

市
の
中
期
的
な
予
算
編
成
に
係
る
財
政
運
営
計
画

に
盛
り
込
む
べ
く
、
工
事
費
等
の
積
算
作
業
中
だ

が
、
こ
こ
数
年
、
老
朽
化
等
に
よ
り
照
明
が
点
灯

し
な
い
事
態
が
起
き
て
お
り
、
歩
行
者
の
安
全
確

保
、
漏
電
事
故
発
生
防
止
の
面
か
ら
、
平
成
28
年

度
暫
定
的
だ
が
、
照
明
設
備
の
改
修
を
行
い
た
い

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

現地調査風景　古間木団地
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平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今回の議案
　市長提出議案…　６件
　議員提出議案…　６件
　　　　　　　計１２件

今臨時会では、議長、副議長の選挙のほか、市長提出議案６件、
各委員会の設置など議員提出議案６件を審議しました。
また、各委員会委員、一部事務組合委員が選任されました。（Ｐ１４委員会等構成一覧参照）

会
期
１
日
間　

３
月
23
日

○ ・・・賛成　　　× ・・・反対　　　欠 ・・・欠席　　　退 ・・・退席

除 ・・・除斥（地方自治法第117条の規定により、審議事件と一定の利害関係を有するため審議に参与することができない者）
ー ・・・議長は採決に加わりません。ただし可否同数の場合のみ表決権があります。

平成28年第1回臨時会　議員別議案等賛否一覧表平成28年第1回臨時会　議員別議案等賛否一覧表

種

別

議

案

番

号

件　　　　　名

賛

成

反

対

議

決

結

果

小
比
類
巻

正
規

田

嶋

孝

安

佐
々
木

卓

也

下

山

光

義

遠

藤

泰

子

瀬

崎

雅

弘

澤

口

正

義

加

澤

明

西

村

盛

男

太

田

博

之

堀

光

雄

春

日

洋

子

小
比
類
巻

雅
彦

舩

見

亮

悦

馬

場

騎

一

山

本

彌

一

堤

喜
一
郎

森

三

郎
補

正

予

算

案

議
案 平成２７年度三沢市一般会計補正予算（第６号） 17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
案

三沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議
案

三沢市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議
案

三沢市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議
案

青森県新産業都市建設事業団に委託すべき事業に関する
計画の一部変更について

17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
案 三沢市監査委員の選任につき同意を求めることについて 16 0 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○

議
提 基地対策特別委員会の設置について

議
提 定住化促進対策特別委員会の設置について

議
提

閉会中における所管事務調査の実施について(総務文教
常任委員会)

議
提

閉会中における所管事務調査の実施について(産業建設
常任委員会)

議
提

閉会中における所管事務調査の実施について(民生常任
委員会)

議
提 閉会中における継続審査について(議会運営委員会)

そ
の
他
の
案
件

議

員

発

議

条

例

案

17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

-

-

-

-

-
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議
長
に
小
比
類
巻
正
規
議
員
、
副
議
長
に
太
田
博
之
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
就
任
ご
挨
拶

　
こ
の
度
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
三
沢
市
議
会
第
19
代
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
小
比
類
巻
正
規
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
運
営
、
市
勢
発
展
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
創
生
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
地
方
自
治
体
は
、
自
ら
の
判
断
と

責
任
に
よ
り
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
効
果
あ
る
施
策
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

明
日
の
地
方
自
治
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、基
地
所
在
に
起
因
す
る
特
色
や
諸
問
題
を
は
じ
め
、様
々

な
地
域
の
実
情
が
あ
り
、
総
合
的
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
十
分
検
証
し
、
前
に

進
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
私
ど
も
市
議
会
は
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
深
く
熟
慮
し
な
が
ら
、

今
後
も
一
層
、
市
長
は
じ
め
執
行
部
と
真
摯
な
議
論
を
重
ね
、
市
政
に
反
映
さ

せ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
一
層
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
就
任
ご
挨
拶

　
本
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
か
ら
副
議
長

の
ご
推
挙
を
賜
り
、そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
は
執
行
部
が
提
案
し
た
も
の
を
審
査
（
監
視
機
能
）
す
る
だ
け

で
な
く
、
多
様
な
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
「
調
整
」
し
問
題
解
決
の

た
め
政
策
提
案
す
る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
地
方
の
抱
え
て
い
る
課
題
は
、
本
市
に
お
い

て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
三
沢
基
地
を
有
す
る
こ
と
か
ら
発
生
す

る
騒
音
問
題
等
も
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
二
元
代
表
制
に
お
け
る
議
会
の
役
割
が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
公
平
無
私
を
貫
き
、
議
員
間
討
議
を
活
発
に
し
、
市
民
に
分
か
り

や
す
い
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
進
め
る
中
、
全
力
で
議
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
19
代 

三
沢
市
議
会
議
長

第
23
代 

三
沢
市
議
会
副
議
長

小
比
類
巻
　
正
規

太
　
田
　
博
　
之
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氏　

名

①
議
席
番
号

②
生
年
月
日

③
当
選
回
数

④
所
属
会
派

小こ

比ひ

類る
い

巻ま
き　

正ま
さ

規の
り　

議
長

佐さ

さ々

木き　

卓た
く

也や　

議
員

遠え
ん

藤ど
う　

泰や
す

子こ　

議
員

澤さ
わ

口ぐ
ち　

正ま
さ

義よ
し　

議
員

田た

嶋し
ま　

孝た
か

安や
す　

議
員

下し
も

山や
ま　

光み
つ

義よ
し　

議
員

瀬せ

崎ざ
き　

雅ま
さ

弘ひ
ろ　

議
員

加か

澤ざ
わ　

明あ
き
ら　

議
員

①
１
番

②
昭
和
26
年
９
月
14
日

③
５
回

④
拓
心
会

①
３
番

②
昭
和
29
年
６
月
11
日

③
１
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

①
５
番

②
昭
和
34
年
４
月
23
日

③
１
回

④
無
会
派

①
７
番

②
昭
和
25
年
７
月
17
日

③
３
回

④
無
会
派

①
２
番

②
昭
和
41
年
7
月
20
日

③
１
回

④
拓
心
会

①
４
番

②
昭
和
30
年
４
月
24
日

③
１
回

④
拓
心
会

①
６
番

②
昭
和
28
年
２
月
26
日

③
３
回

④
み
さ
わ
未
来

①
８
番

②
昭
和
34
年
１
月
７
日

③
３
回

④
み
さ
わ
未
来

写　

真３月６日に行われた、三沢市議会議
員一般選挙において選ばれた18人の
議員をご紹介いたします。

三沢市議会議員をご紹介
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堀ほ
り　

光み
つ

雄お　

議
員

西に
し

村む
ら　

盛も
り

男お　

議
員

小こ

比ひ

類る
い

巻ま
き　

雅ま
さ

彦ひ
こ　

議
員

馬ば

場ば　

騎き

一い
ち　

議
員

堤つ
つ
み　

喜き

一い
ち

郎ろ
う　

議
員

春か
す

日が　

洋よ
う

子こ　

議
員

太お
お

田た　

博ひ
ろ

之ゆ
き　

議
員

舩ふ
な

見み　

亮
り
ょ
う

悦え
つ　

議
員

山や
ま

本も
と　

彌や

一い
ち　

議
員

森も
り　

三さ
ぶ

郎ろ
う　

議
員

①
11
番

②
昭
和
25
年
７
月
31
日

③
４
回

④
み
さ
わ
未
来

①
９
番

②
昭
和
56
年
６
月
15
日

③
４
回

④
拓
心
会

①
13
番

②
昭
和
31
年
８
月
22
日

③
５
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

①
15
番

②
昭
和
23
年
１
月
30
日

③
７
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

①
17
番

②
昭
和
21
年
５
月
７
日

③
10
回

④
拓
心
会

①
12
番

②
昭
和
30
年
１
月
２
日

③
４
回

④
無
会
派

①
10
番

②
昭
和
36
年
３
月
31
日

③
４
回

④
み
さ
わ
未
来

①
14
番

②
昭
和
17
年
12
月
６
日

③
６
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

①
16
番

②
昭
和
18
年
２
月
11
日

③
９
回

④
市
民
ク
ラ
ブ

①
18
番

②
昭
和
25
年
２
月
25
日

③
11
回

④
市
民
ク
ラ
ブ
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委
員
会
等
の
構
成
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
特
別
委
員
会　

必
要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
︑
所
管
の

　
　
　
　
　
　
　

事
務
事
業
に
つ
い
て
調
査
や
国
等
に

　
　
　
　
　
　
　

対
し
要
望
行
動
等
を
行
い
ま
す
︒

■
一
部
事
務
組
合
等

委
員
長
は
◎　

副
委
員
長
は
○
の
表
記

■
常
任
委
員
会　
　

常
に
設
置
さ
れ
︑
所
管
の
事
務
事

　
　
　
　
　
　
　
　

業
に
つ
い
て
調
査
や
︑
請
願
審
査

　
　
　
　
　
　
　
　

等
を
行
い
ま
す
︒

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

基
地
対
策
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
報
委
員
会

定
住
化
促
進
対
策
特
別
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

所　

管　

総
務
部
︑
政
策
部
︑
財
務
部
︑
教
育
委
員
会
︑

　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
︑
監
査
委
員
︑
会
計
課
︑

　
　
　
　

他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

◎
佐
々
木　

卓　

也　
　

○
下　

山　

光　

義

　

田　

嶋　

孝　

安　
　
　

澤　

口　

正　

義

　

太　

田　

博　

之　
　
　

山　

本　

彌　

一

所　

管　

経
済
部
︑
建
設
部
︑
上
下
水
道
部
︑

　
　
　
　

農
業
委
員
会

◎
西　

村　

盛　

男　
　

○
春　

日　

洋　

子

　

堀　
　
　

光　

雄　
　
　

舩　

見　

亮　

悦

　

馬　

場　

騎　

一　
　
　

堤　
　
　

喜
一
郎

所　

管　

基
地
周
辺
住
民
の
民
生
安
定
と
福
祉
向
上
に

　
　
　
　

資
す
る
た
め
の
基
地
所
在
に
起
因
す
る
諸
問
題

◎
堀　
　
　

光　

雄　
　

○
西　

村　

盛　

男

　

田　

嶋　

孝　

安　
　
　

下　

山　

光　

義

　

加　

澤　
　
　

明　
　
　

舩　

見　

亮　

悦

　

山　

本　

彌　

一　
　
　

森　
　
　

三　

郎

所　

管　

円
滑
に
議
会
を
運
営
す
る
た
め
の
議
会
運
営

　
　
　
　

全
般

◎
堤　
　
　

喜
一
郎　
　

○
堀　
　
　

光　

雄

　

田　

嶋　

孝　

安　
　
　

佐
々
木　

卓　

也

　

遠　

藤　

泰　

子　
　
　

加　

澤　
　
　

明

　

舩　

見　

亮　

悦　
　
　

山　

本　

彌　

一

所　

管　

三
沢
市
議
会
の
活
動
状
況
を
積
極
的
に
市
民

　
　
　
　

に
広
報
し
︑
市
民
の
議
会
に
対
す
る
理
解
と

　
　
　
　

関
心
を
深
め
る

◎
瀬　

崎　

雅　

弘　
　

○
田　

嶋　

孝　

安

　

佐
々
木　

卓　

也　
　
　

加　

澤　
　
　

明

　

西　

村　

盛　

男　
　
　

春　

日　

洋　

子

　

山　

本　

彌　

一

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合　

下　

山　

光　

義

上
北
地
方
教
育
・
福
祉
事
務
組
合　

瀬　

崎　

雅　

弘

三
沢
市
監
査
委
員　
　
　
　
　
　
　

馬　

場　

騎　

一

所　

管　

三
沢
市
に
お
け
る
空
家
対
策
︑
少
子
化
対
策
︑

　
　
　
　

特
産
品
開
発
を
は
じ
め
と
し
た
街
の
魅
力
を
高

　
　
　
　

め
る
た
め
の
各
種
施
策

◎
澤　

口　

正　

義　
　

○
佐
々
木　

卓　

也

　

遠　

藤　

泰　

子　
　
　

瀬　

崎　

雅　

弘

　

春　

日　

洋　

子　
　
　

小
比
類
巻　

雅
彦

　

馬　

場　

騎　

一　
　
　

堤　
　
　

喜
一
郎

所　

管　

市
民
生
活
部
︑
福
祉
部
︑
市
立
病
院
︑
消
防

◎
瀬　

崎　

雅　

弘　
　

○
加　

澤　
　
　

明

　

遠　

藤　

泰　

子　
　
　

小
比
類
巻　

雅
彦

　

森　
　
　

三　

郎



堀   光 雄 

太 田 博 之 

瀬 崎 雅 弘 

渉外部長 

会 長

副会長

幹事長

加 澤   明 

会 長 堤   喜一郎 

副会長 小比類巻 正規 

幹事長 西 村 盛 男 

 下 山 光 義 

 田 嶋 孝 安 

会 長 森   三 郎 

副会長 舩 見 亮 悦 

幹事長 佐々木 卓 也 

 山 本 彌 一 

 馬 場 騎 一 

 小比類巻 雅彦 

■市民クラブ ■拓心会 ■みさわ未来 

■無会派 

春 日 洋 子 澤 口 正 義 遠 藤 泰 子 

■募集期限：平成２８年５月３１日（火）当日消印有効 

■応募要件：三沢市内、市外にかかわらず、どなたでも応募できます。 

※これまでに、「きずな」の題字を書いていただき、掲載された方も対象とするとともに、 

応募できます。 

■応 募 先：《応募先》〒033-8666 青森県三沢市桜町１－１－３８ 三沢市議会事務局 

ＴＥＬ／ＦＡＸ：０１７６－５３－５５００ 

「きずな」の題字を募集します
三沢市議会だより「きずな」の表紙を飾る題字を募集いたします。 

採用された題字は、平成３０年２月号まで表紙の題字として掲載させていただきます。 

また、採用された方には感謝状を贈呈させていただく予定です。 

皆様からのたくさんのご応募、お待ちしております。 

議会だより題字「きずな」 応募用紙
三沢市議会事務局 行 ＦＡＸ：0176‐53‐5500 

き ず な 
住　所氏　名 性別 年齢 電話番号

男
・
女歳

（ふりがな）

次のいずれかの方法でご応募ください。

②ＦＡＸでのご応募①応募箱への投函 ③郵送でのご応募

※応募箱、応募用紙は市役所ロビー、三沢市総合社会福祉センター、

市立三沢病院ロビーに設置しております。  

※三沢市議会ホームページからも応募用紙を印刷いただけます。↓  

https://www.city.misawa.lg.jp  

スペースに、 
筆又は筆ペンで、横書きひらがなで

きずなと書いてください。

※氏名・住所・性別・年齢・電話番号を記載いただければ、応募 

用紙以外の用紙も代用いただけます。 

会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  会 派 を ご 紹 介 い た し ま す 。  

15　三沢市議会だより き ず な
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三
沢
市
議
会
だ
よ
り
　 

傍聴に来てみませんか ホームページをご覧ください
議会では、市民生活に直結した重要な問題が
審議されています。市民の皆さまが選んだ議
員の活動や市政の動きを知るためにも、ぜひ
議会の傍聴にお越しください。
なお、傍聴席は50席と限りがありますので、
団体で傍聴される方は、事前に議会事務局ま
でご連絡ください。

☎５３－５５００

三沢市議会では、議会の仕組みや活動内容を
多くの方に知っていただくため、市ホーム
ページに議会情報を掲載しています。三沢市
議会だより「きずな」とあわせてぜひご覧く
ださい。

　

会
議
で
ど
ん
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ

た
か
、
審
査
の
過
程
や
結
果
を
記
録
に

残
し
た
も
の
が
会
議
録
で
す
。

　

Ｐ
５
〜
Ｐ
７
の
一
般
質
問
を
読
ん
で
、

○
○
議
員
の
質
問
内
容
を
詳
し
く
知
り

た
い
。
そ
ん
な
時
に
も
、
会
議
録
を
読

め
ば
議
員
や
市
長
等
の
発
言
内
容
が
全

て
わ
か
り
ま
す
。

　

市
議
会
で
行
わ
れ
た
会
議
に
つ
い
て

は
三
沢
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

　

市
役
所
本
館
１
階

          

市
民
課
受
付
前
（
公
会
堂
側
）

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
方
法
の
ひ
と
つ
に
請
願
や
陳

情
が
あ
り
ま
す
。
議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
「
請
願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」

と
い
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
請
願
や
陳
情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
慎
重
に

審
議
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
も
の
は
、
市
長
に
そ
の
実
現
を
要
望
し
た
り
、
関
係

機
関
等
に
対
し
意
見
書
や
要
望
書
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
す
。

⑴
請
願
（
陳
情
）
の
名
称

⑵
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
と
要
望
事
項

⑶
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
、
氏
名
、

　

押
印
（
２
名
以
上
の
場
合
は
、
代
表

　

者
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
）

⑷
請
願
と
し
て
提
出
す
る
場
合
に
は
、

　

紹
介
議
員
の
署
名
ま
た
は
記
名
押
印

⑸
提
出
年
月
日

⑹
宛
名
（
三
沢
市
議
会
議
長
あ
て
）

　

三
沢
市
役
所
本
館
４
階
の
議
会
事
務

局
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
願
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
定
例
会

の
運
営
を
協
議
す
る
初
回
の
議
会
運
営

委
員
会
の
前
日
ま
で
、
陳
情
に
つ
い
て

は
、
招
集
告
示
日
が
締
切
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
締
切
後
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
次
の
定
例
会
で
の
扱
い
と

な
り
ま
す
。

平
日
８
時
15
分
～
17
時
00
分

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
53
︱
５
５
０
０

　

請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法

会
議
録
を
ご
覧

い
た
だ
く
に
は
。

三沢市議会 検索 

提
出
に
必
要
な
記
載
事
項

提
出
場
所

受
付
締
切

受
付
時
間

き
ず

な

○○に関する請願（陳情）書 

提出者  住所        

氏名        

紹介議員○○○○印 

○○に関する請願（陳情）書 

１ 要旨 

２ 理由 

以上のとおり請願いたします。 

平成  年  月  日 

住所 

氏名        

三沢市議会議長 ○○○○ 殿 

（表紙） 

（本紙） 


